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Synopsis: This note investigates the role of Taiwan Semiconductor Manufacturing Company
Ltd (TSMC) of information technology (IT) ˆeld in the foundry. The note highlights the impor-
tance of the supply chain management (SCM) as a major IT initiative in the foundry industry. The
Value Chain Theory and Inter-organization Theory are conceptualized to explore the eŠects of
competitive advantage and depict the IT system highlights, the importance of managing beneˆt,
and the long-term partnership for successful implementation of SCM. Thus, we present how to
achieve supply chain (SC) conˆgurability by leveraging information sharing. We already have ex-
amples establishing that information sharing is a key-point at certain levels of a SC on the Internet,
and that SCM oŠers a large potential for organizations to reduce costs and improve competitive ad-
vantage and customer service performance. Also, we ˆnd TSMC that uses IT (for example: SCM,
DFM, CyberShuttle, eFoundry, library....etc.) to develop and improve competitive advantage.
Those systems can create partners and long-term beneˆt in this ˆeld of foundry.





































に，IT システムの組織理論が必要である。つぎに，いかなる製販統合の IT システムを探究




. 分 析 の 視 点
今日の組織理論において最も重要なのは，組織が成員個々人の暗黙的な行動知をどのように
―  ―
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ての組織」（Population of organizations），「焦点組織」（focal organization），及び「組織内個
人」（individuals with the organization）の各レベルから組織間関係を展望することを意図する
と述べている。さらに，オープン・システム観（open-system view）によると，組織は単独的






















組織間関係を探究する上でのポイントは，Warren, R. & Bergunder (1974）が共同意思決定
のルーチン化を重要視する視点，Williamson (1975）が取引コストを強調する視点，Rogers
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（出所)『サプライチェーン・マネジメントに関する―考察』（中根 1999) p. 126.
図 SCM の概念図
過程に及ぶが，これらを統合化することである(27)。
さらに，Handˆeld と Nichols (1999）によると，SC とは原材料の段階（抽出）から最終ユー
ザーに至るまでの品物の流れと変形及びそれに関わる情報の流れに関する全ての活動を含む。































体の EMS (Electronics Manufacturing Service）企業のうち最も成長の著しい TSMC を取り
上げる。TSMC は，ファンドリーサービスに特化した売上高第 1 位の企業である。ファンド

















TSMC は2001年 9 月大阪に事務所を開設し，その後，東京に支社を設立し。現在，70社以
上の設計企業，2 社のフォトマスク企業，20社以上にのぼる半導体企業，20社以上の組立工場，
11社の検査専門企業が，台湾半導体産業のネットワーク組織を形成するに至っている。
TSMC の組織が図32 のようになる。また，TSMC の半導体設計に関するアライアンス企業








































































◯ TSMC は顧客との関係性をもっと強く結ぶために，2005年に DFM（製造性設計De-
sign for Manufacturing）の最新システムを導入して，高効率と高効能の製品ができ，利
益向上を目指すこともできる。
◯ その設計ライブラリーと顧客との関係性を充実することは，TSMC の 1 つの競争優位
の戦略となっている。また，半導体業のように複雑で高度な製造技術を要する業界では，
設計，製造，製品のテスト，組立・検査サービスなどの IT 化が不可欠であるので，




















SCM と IT に関する―考察 ―半導体ファンドリーにおける製販統合―
 SCM の観点から
SCM は，様々な業界の経営手法に大きな構造的変化をもたらす。企業にとって，SC 効率









ト，デーダテープ，マスクの 3 種類の形態も取引を行っている。また，TSMC は図42
のような製造段階から受注生産することになる。
◯ TSMC は顧客の要望により，フレキシブルな対応が取れ，問題点を全てインターネッ
ト上で解決ができるようにする。さらに，TSMC は SC 全体でコスト削減や効率化に取





る。その意味で，TSCM は SCM に積極的に取り組んでいると思われる。
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